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１．はじめに 

1) 研究背景 

中国が「改革開放政策」を実施してすでに 30 年以上になる。それにより、中国の大都市部

では特に仏教や道教、キリスト教、イスラム教は次第に復活し、宗教活動の復興が目覚ましい

勢いで進展している。そのため、中国においても、欧米と同様に、宗教的態度が高齢者の生活

や健康に与える効果について研究が必要となっている。 

2）中国における研究の到達点と課題 

宗教的態度については、制度的な宗教への関与と死生観の大きく 2 つの概念で構成される。

中国では、宗教的態度のうち制度的な宗教への帰属が主観的幸福感あるいは生活満足度に有意

な影響があることが明らかにされている。さらに、中国農村部の高齢者を対象とした研究では、

宗教信仰を持つ高齢者が死亡に対する態度が積極的で、死に対する恐怖感が低いことも明らか

にされている。しかし、中国については、宗教的態度のうち死生観の生活満足度や精神的健康

に与える効果、さらには、ストレスフルな状況の生活満足度や精神的健康への悪影響を制度的

宗教への関与や死生観などの宗教的態度が緩衝する効果があるか否かについては研究がない。 

3) 研究の目的 

中国の大都市部の社区に居住する高齢者を対象に、制度的宗教への帰属と死生観で評価され

る宗教的態度がそれぞれ生活満足度と精神的健康に与える影響を明らかにする。影響を分析す

る際には、その直接効果のみでなく、ストレスフルな状況（例えば、経済的貧困、病気への罹

患など）の生活満足度や精神的健康に対する悪影響を軽減する効果についても明らかにする。 

 

2．研究方法 

1) 調査対象と方法 

本研究の対象は、上海市静安区の S 社区の集合住宅に在住する 65 歳以上の人 200人であっ

た。調査方法は自記式調査票を用いた調査であった。調査協力への内諾が得られた対象者に対

して、個別に居民委員会に来てもらい、再度、調査の主旨、方法、倫理的な配慮を記した調査

協力依頼の文書を用いて説明し、協力の意思を確認した上で対象者に調査票を配布し、記入後

に回収した。調査期間は 2018年 5月 20日から同年 6月 20日までであった。回収された調査

票は 200票であった。項目に欠測がない 196 票を分析に用いた。そのため、配布数に対する有

効回収率は 98％であった。 

2) 測定 

(1)従属変数 

 生活満足度は Neugarten らによる生活満足度尺度（Life Satisfaction Index：LSI）の短縮

版、精神的健康は Geriatric Depression Scale (GDS)短縮版で測定した。 
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(2)独立変数 

 宗教的態度は、1998年に実施された International Social Survey Programme (ISSP)「宗

教意識調査(その 2)」で使用されている宗教的態度を測定する尺度を用いた。この尺度は、本

研究で測定を目指す宗教的態度の 2つの概念、すなわち制度的宗教関与と死生観の 2次元で構

成される。 

ストレスフルな状況については、経済、自立度および悪い影響のイベントの経験の面から評

価した。調整変数には年齢、性、世帯構成，就学年数、疾患罹患数、ソーシャルサポートを用

いた。 

2)分析モデル 

宗教的態度の生活満足度と精神的健康に対する直接効果については、生活満足度とうつ尺度

それぞれを従属変数に、独立変数として宗教的態度、ストレスフルな状況の変数、さらに調整

変数を同時に投入する重回帰分析を行い、その効果を検証した。ストレスフルな状況が、生活

満足度と精神的健康に与える悪影響を、宗教的態度が緩和する効果があるか否かについては、

直接効果のモデルに宗教的態度とストレスフルな状況との交互作用項を加えることで検証し

た。 

 

3.結果 

宗教的態度の生活満足度とうつ症状に与える効果については、制度的宗教関与が高い人では

生活満足度が有意に高かった。うつ症状については、宗教的態度の 2変数は有意な効果を持っ

ていなかった。ストレスフルな状況が生活満足度やうつ症状に与える効果を、宗教的態度が緩

和するか否かについての分析結果については、罹患疾患数と制度的宗教関与の交互作用項が有

意な効果を持っていた。交互作用を解釈した結果、疾患罹患がうつ症状を増悪させることを制

度的宗教関与が抑止している、すなわち緩衝効果が明らかとなった。 

 

4.考察 

本研究では、宗教的態度の中で制度的宗教関与が生活満足度に有意な効果があることを明ら

かにした。他方、本研究では、制度的宗教関与がうつ症状を抑制する効果は観察されたものの、

有意なものではなかった。しかし、中国では、朱らは制度的宗教関与がある患者でない患者よ

りうつ症状が高いという結果を示しており、逆の結果が得られている。欧米では、Pokorski

は年齢が高い人では制度的宗教関与がうつ症状を抑制する効果が弱いことを明らかにしてお

り、本研究と類似の結果が得られている。以上のように、同じ中国でも異なる知見が得られて

おり、本研究の知見の一般化には慎重になる必要がある。死生観については、本研究では、生

活満足度とうつ症状にいずれに対しても有意な効果を持っていなかった。死生観は、死に直面
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するような危機的な状況に際して、その生活満足度や精神健康に対する悪影響を防ぐ効果が期

待されるものの、このような危機的な状況でない場合には、生活満足度や精神的健康に対して

それほどの効果がない可能性もある。しかし、制度的宗教関与、死生観のいずれも生活満足度

や精神的健康への直接的な効果を検証した研究事例が少ないことから、結論を導くには早計す

ぎる。中国における追試が必要である。 

ストレスフルな状況の生活満足度や精神的健康への悪影響を、宗教的態度が緩衝するか否か

については、本研究では、疾患罹患がうつ症状を増悪させることを制度的宗教関与が抑止して

いる、すなわち緩衝効果が明らかとなった。中国においては、死亡への恐怖が弱まり、疾患の

痛みが緩和できることが明らかにされている。本研究では、疾患への罹患という危機的な状況

であるものの、しかし、ホスピスに入所という、死期が目前に迫っている切迫した状況ではな

い場合でも、そのうつ症状の増悪効果を、制度的宗教関与が軽減させる可能性が示唆された。 

死生観については、ストレスフルな状況が生活満足度やうつ症状に与える悪影響を有意に緩

衝する効果は観察されなかった。本研究で測定された宗教的死生観は中国における伝統的死生

観とかなり共通している。伝統的な死生観では、死というものが自然なものであり、忌み嫌う

ものとして捉えられていない。曾は、上海の高齢者の 75％がそもそも死に対して恐怖感をあま

り感じていないということを明らかにしている。このような知見の背景には、中国における伝

統的な死生観の存在があると思われる。したがって、中国における伝統的な死生観が多くの高

齢者に根付いており、本研究で測定した死生観のばらつきが多くないことから、ストレスフル

な状況の影響を緩衝するという効果を抽出することができなかった可能性がある。 

本研究の限界については、第 1 に、宗教的態度に関する尺度の妥当性に関する問題である。

中国における妥当性の再検証を行う際には独自の尺度の開発が必要かもしれない。第 2 は、対

象者が大都市部の一つの社区に居住する高齢者に限定されていた点である。他の大都市部に居

住する高齢者や農村部に居住する高齢者を対象とした研究を行い、本研究の知見の妥当性を検

証する必要がある。 
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